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小林巴智次先生



序

北
海
道
大
学
教
授
農
学
博
士
小
林
巳
智
次
先
生
が
大
正
十
年
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
政
治
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
直
ち
に

北
海
道
帝
国
大
学
の
切
な
る
要
望
に
応
え
て
農
学
部
講
師
と
し
て
赴
任
さ
れ
て
か
ら
、
既
に
三
十
有
余
年
の
歳
月
が
流
れ

た
。
そ
の
間
我
国
に
於
て
全
く
新
し
い
分
野
で
あ
る
農
林
法
律
学
の
建
設
に
精
進
さ
れ
、
そ
の
講
座
白
最
初
D
担
当
者
と

し
て
基
礎
確
立
に
努
力
し
、
多
く
の
逸
材
を
育
成
さ
れ
た
ほ
か

b
で
ま
く
、
当
時
理
科
学
系
統
の
み
の
大
学
で
あ
っ
た
中

に
唯
一
の
法
律
専
門
家
と
し
て
、
学
校
行
政
の
運
営

K
適
切
な
忠
言
を
与
え
ら
れ
、
昭
和
二
十
七
年
、
法
学
部
が
設
置
せ

ら
る
る
や
、
設
置
準
備
委
員
の
一
人
と
し
て
尽
力
し
、
や
が
て
籍
を
共
学
部
に
移
し
、
現
代
法
学
部
長
と
し
て
同
学
部
建

設
途
上
に
横
は
石
多
く
の
案
件
の
解
決
に
挺
身
せ
ら
れ
つ
つ
あ
石
。
更
に
北
海
道
地
方
労
働
委
員
会
長
、
農
地
委
員
会
委

員
其
他
の
新
し
い
機
構
に
は
必
ず
参
加
し
て
、
そ
の
謹
蓄
を
傾
け
て
指
導
に
当
ら
れ
た
功
績
は
偉
大
な
も
の
が
あ
る
。
殊

に
専
門
の
農
業
法
律
学
に
於
て
は
他
に
追
従
を
許
ヨ
ね
権
威
者
で
あ

b
、
所
謂
社
ム
司
法
学
の
広
い
立
場
か
ら
斯
学
の
建
設

に
努
力
苫
れ
、
多
く
の
論
著
を
発
表
ヨ
れ
た
。

「
農
業
法
研
究
」

(
昭
和
十
二
年
発
行
〉
は
、
そ
う
し
た
努
力
の
結
晶
で



一

あ
る
。
詩
味
豊
か
左
麗
筆
は
、
示
唆
に
富
む
内
容
と
共
に
我
々
が
推
服
お
く
能
は
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

叉
本
学
会
の
設

立
は
主
と
し
て
先
生
の
提
唱
に
よ
る
と
乙
ろ
で
あ

b
、
そ
り
運
営
育
成
比
も
多
大
の
力
を
致
き
れ
、
殆
ん
ど
毎
号
執
筆
3

れ
て
い
る
。
な
共
、
先
生
の
後
塵
を
拝
す
る
者
は
、
何
時
の
日
か
先
生
の
学
思

K
報
ゆ
る
機
会
の
あ
る
乙
と
を
期
し
て
い

た
が
、
今
貧
弱
乍
ら
先
生
の
生
み
育
て
ら
れ
た
本
誌
の
乙
の
号
を
、
先
生
在
職
三
十
五
年
記
念
号
と
し
て
些
一
か
そ
の
微
意

を
表
し
た
い
と
思
う
。
内
容
は
多
岐
に
一
日
一
る
が
、
先
生
白
学
風
の
然
ら
し
む
る
と
乙
ろ
で
あ

b
、
何
れ
も
先
生
の
多
年
。

輩
…
陶
に
反
か
ぎ
ら
ん
乙
と
を
期
し
た
。
執
筆
者
一
同
の
志
を
波
ん
で
い
た
い
注
げ
れ
ば
、

と
の
上
も
な
い
幸
で
あ
石
口

乙
む
機
会
に
更
に
先
生
の
学
運
む
益
々
盛
な
ら
ん
こ
と
を
祈
る
。

昭

和

三

十

年

十

月

高
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